
粟

井

一

矩

・

日

本

生

産

性

本

部

主

任

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

話

　

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

チ

ー

ム

の

フ

ァ

シ

リ

テ

ー

ト

と

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

に

お

い

て

は

、

７

人

の

メ

ン

バ

ー

と

一

人

一

人

対

話

す

る

こ

と

を

重

視

し

た

。

各

自

の

想

い

や

本

音

を

聴

く

た

め

に

、

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

の

後

に

、

全

員

と

個

別

の

１

ｏ

ｎ

１

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

を

行

っ

た

。

　

最

初

に

訪

問

し

た

と

き

に

皆

さ

ん

の

笑

顔

や

温

か

い

歓

迎

の

姿

勢

が

印

象

的

だ

っ

た

。

社

長

は

日

頃

、

「

『

あ

り

が

と

う

』

で

結

ば

れ

る

企

業

を

目

指

す

」

と

言

っ

て

い

る

が

、

そ

れ

が

非

常

に

浸

透

し

て

い

る

。

数

名

い

る

創

業

メ

ン

バ

ー

が

�

年

経

っ

た

今

も

幹

部

と

し

て

活

躍

さ

れ

て

お

り

、

創

業

の

マ

イ

ン

ド

や

創

業

か

ら

大

事

に

し

て

き

た

こ

と

が

社

員

全

体

に

浸

透

す

る

助

け

と

な

っ

て

い

る

。

　

会

社

全

体

が

人

を

大

切

に

し

て

い

て

、

社

員

も

ま

じ

め

な

人

が

多

い

。

取

引

先

も

大

切

に

し

て

お

り

、

こ

れ

ら

が

好

業

績

の

要

因

の

一

つ

で

は

な

い

か

と

思

っ

て

い

る

。

今

後

も

、

顧

客

、

メ

ー

カ

ー

、

デ

ザ

イ

ン

会

社

、

施

工

会

社

と

い

っ

た

い

ろ

ん

な

人

を

つ

な

げ

て

い

く

こ

と

で

、

「

当

社

に

し

か

提

供

し

得

な

い

価

値

」

を

追

求

し

て

ほ

し

い

。

　

私

は

、

優

れ

た

ミ

ッ

シ

ョ

ン

の

条

件

は

五

つ

あ

る

と

思

っ

て

い

る

。

第

一

に

外

向

き

で

あ

る

（

顧

客

視

点

）

こ

と

。

「

わ

れ

わ

れ

の

顧

客

は

誰

か

。

顧

客

に

と

っ

て

の

価

値

は

何

か

」

を

起

点

に

し

、

「

シ

ェ

ア

ナ

ン

バ

ー

ワ

ン

を

取

る

」

と

い

っ

た

内

向

き

の

目

標

で

は

な

く

、

顧

客

に

何

を

提

供

す

る

か

を

示

す

こ

と

。

顧

客

に

価

値

を

提

供

で

き

な

い

と

会

社

は

存

続

で

き

な

い

。

　

第

二

に

シ

ン

プ

ル

で

明

確

で

あ

る

こ

と

。

誰

に

で

も

伝

わ

る

、

簡

潔

で

記

憶

し

や

す

い

表

現

で

あ

る

こ

と

。

複

雑

な

ス

ロ

ー

ガ

ン

や

抽

象

的

な

言

葉

で

は

な

く

、

行

動

に

つ

な

が

る

言

葉

で

あ

る

こ

と

。

優

れ

た

会

社

は

や

る

べ

き

こ

と

が

明

確

で

実

行

力

が

高

い

が

、

う

ま

く

い

っ

て

い

な

い

会

社

は

計

画

や

施

策

は

た

く

さ

ん

あ

る

が

実

行

に

移

さ

れ

な

い

。

シ

ン

プ

ル

に

や

る

べ

き

こ

と

を

実

行

し

て

い

く

こ

と

が

経

営

の

唯

一

解

だ

と

思

っ

て

い

る

。

　

第

三

に

実

行

可

能

で

あ

る

こ

と

。

理

想

論

で

は

な

く

、

実

際

の

行

動

や

意

思

決

定

に

指

針

を

与

え

る

も

の

。

組

織

の

す

べ

て

の

活

動

が

、

こ

の

ミ

ッ

シ

ョ

ン

と

結

び

つ

く

よ

う

に

設

計

さ

れ

て

い

る

こ

と

。

　

第

四

に

長

期

的

視

点

で

不

変

で

あ

る

こ

と

。

時

代

が

変

わ

っ

て

も

組

織

の

核

と

し

て

残

り

続

け

る

も

の

で

あ

る

こ

と

。

　

第

五

に

鼓

舞

す

る

力

が

あ

る

こ

と

。

社

員

が

「

自

分

た

ち

の

仕

事

は

意

味

が

あ

る

」

と

感

じ

ら

れ

る

よ

う

な

情

熱

と

誇

り

を

持

て

る

言

葉

で

あ

る

こ

と

。

例

え

ば

「

経

常

利

益

を

上

げ

続

け

る

」

と

い

う

言

葉

に

は

鼓

舞

す

る

力

は

な

い

。

渡邉晃一郎・オフィ

ス・ラボ代表取締役

社長の話

　「お客様に常に寄

り添い、支え続ける

最良のパートナーで

ありたい。お客様の

ために、真摯に働く社員を幸せにした

い」という想いで、私は２０１０年に弊社

を創業した。

　企業の成長、変革、成熟、すべての

局面においてお客様に常に寄り添い、

支え続ける最良のパートナーでありた

いと、独立系企業を貫き、「オフィス

専門のコンサルタント」としてお客様

の目線でよりよいオフィスづくりを心

がけてきた。おかげさまで創業以来、

毎年増収増益を重ねている。

　これまでは、私についてきてくれた

メンバーが中心となって私の想いを理

解してくれていたので、会社のミッシ

ョン、ビジョンといったものを改めて

策定する必要性はなかった。だが、創

業から�年が過ぎ、これからの事業拡

大や社員の増加を考えると、会社の共

通言語を明文化していく必要があると

思い、次世代を見据えてＭＶＶを策定

することにした。

　オフィスは、働く現代人にとって一

日の大半を過ごす場所であり、生産効

率や利益に直結する「経営装置」その

ものだ。情報発信や新しいものを生み

出す「場」である。製造業で言えば工

場、付加価値を生み出す場だ。そのた

めには、オフィスは経営者のビジョン

が明確に発信され、社員一人一人が能

力を最大限に発揮でき、いきいきとし

た笑顔あふれる場所であるべきだと考

えている。

　常に新しいオフィスの在り方をイメ

ージし、いかなる経営課題にも真摯に

向き合い、求められる以上の価値を提

供する。私たちが目指すのは、お客様

に、社会に、真に貢献し続ける企業で

ある。

　今後は現在�億円程度の売上を１００

億円にしていきたい。オフィス移転、

オフィスリニューアルに加えて、移転

に伴うネットワーク構築の領域や、オ

フィスで必要なものをお届けする領

域、オフィス自体を構築する領域、ビ

ル本体のリニューアルの領域など、ま

だまだやれる領域はたくさんある。そ

のために、社員に資格取得を奨励し、

１級施工管理技士などの有資格者を増

やしていきたい。

設立�周年記念パーティーの模様

　

２

０

１

０

年

設

立

の

オ

フ

ィ

ス

・

ラ

ボ

（

本

社

＝

東

京

・

中

央

区

日

本

橋

本

町

）

は

、

働

く

環

境

づ

く

り

の

ノ

ウ

ハ

ウ

か

ら

デ

ザ

イ

ン

性

、

コ

ス

ト

バ

ラ

ン

ス

ま

で

考

え

、

企

業

に

よ

っ

て

様

々

な

「

オ

フ

ィ

ス

の

在

り

方

」

を

提

案

す

る

。

オ

フ

ィ

ス

・

店

舗

移

転

か

ら

レ

イ

ア

ウ

ト

変

更

に

伴

う

内

装

工

事

・

施

工

監

理

や

移

転

後

の

運

用

、

ア

フ

タ

ー

フ

ォ

ロ

ー

ま

で

、

ト

ー

タ

ル

で

オ

フ

ィ

ス

移

転

の

プ

ロ

デ

ュ

ー

ス

を

行

っ

て

い

る

。

　

経

営

視

点

を

持

っ

た

５

年

後

�

年

後

を

見

越

し

た

最

適

な

デ

ザ

イ

ン

提

案

や

、

業

界

経

験

豊

富

な

確

か

な

工

事

力

な

ど

で

得

ら

れ

た

強

固

な

信

頼

関

係

は

圧

倒

的

な

リ

ピ

ー

ト

率

の

高

さ

（

�

％

以

上

）

に

つ

な

が

っ

て

い

る

。

　

ま

た

、

企

画

設

計

・

デ

ザ

イ

ン

業

務

ま

で

実

務

経

験

豊

富

な

デ

ザ

イ

ナ

ー

が

多

数

在

籍

し

て

お

り

、

個

別

で

案

件

を

担

当

す

る

た

め

ス

ピ

ー

デ

ィ

ー

か

つ

正

確

な

提

案

が

可

能

と

な

っ

て

い

る

。

　

日

本

生

産

性

本

部

で

は

、

粟

井

一

矩

・

同

本

部

主

任

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

が

、

今

年

４

月

か

ら

８

月

に

か

け

て

、

同

社

の

ミ

ッ

シ

ョ

ン

、

ビ

ジ

ョ

ン

、

バ

リ

ュ

ー

の

策

定

を

支

援

す

る

た

め

に

、

「

Ｍ

Ｖ

Ｖ

策

定

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

チ

ー

ム

」

（

社

員

７

人

が

参

加

）

の

フ

ァ

シ

リ

テ

ー

ト

と

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

を

行

っ

た

。

　

策

定

支

援

で

は

、

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

メ

ン

バ

ー

に

対

し

て

、

優

れ

た

ミ

ッ

シ

ョ

ン

の

条

件

や

他

社

事

例

の

紹

介

な

ど

を

行

い

、

社

内

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

の

分

析

、

社

長

や

部

長

の

意

見

の

集

約

な

ど

も

行

っ

た

。

社

内

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

や

ヒ

ア

リ

ン

グ

を

行

っ

た

結

果

か

ら

は

、

「

お

客

様

」

「

価

値

」

「

提

案

」

「

空

間

」

な

ど

の

語

か

ら

「

オ

フ

ィ

ス

を

通

じ

て

価

値

を

届

け

る

」

と

い

う

意

識

が

読

み

取

れ

る

こ

と

や

、

「

信

頼

」

「

関

係

」

「

上

司

」

な

ど

、

人

間

関

係

を

重

視

す

る

風

土

が

高

い

こ

と

、

「

成

長

」

「

ス

キ

ル

」

「

挑

戦

」

な

ど

、

前

向

き

な

変

化

へ

の

意

欲

が

表

れ

て

い

る

こ

と

な

ど

が

う

か

が

え

た

。

　

最

終

的

に

は

、

ミ

ッ

シ

ョ

ン

（

使

命

、

存

在

意

義

）

は

「

人

を

想

い

、

『

は

た

ら

く

場

』

に

真

価

と

笑

顔

を

」

、

ビ

ジ

ョ

ン

（

目

指

す

姿

）

は

「

『

ま

た

一

緒

に

仕

事

が

し

た

い

』

と

言

わ

れ

る

ベ

ス

ト

パ

ー

ト

ナ

ー

に

な

る

」

、

バ

リ

ュ

ー

（

行

動

の

軸

・

価

値

観

）

は

「

感

謝

か

ら

始

め

よ

う

」

「

思

い

や

り

を

形

に

し

よ

う

」

「

期

待

を

超

え

よ

う

」

「

変

化

を

愉

し

み

、

前

へ

進

も

う

」

「

共

に

成

長

し

よ

う

」

と

定

め

ら

れ

た

。

◇

　

記

事

の

問

い

合

わ

せ

は

日

本

生

産

性

本

部

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

部

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

６

０

ま

で

。

　

過

去

の

連

載

も

掲

載

し

て

い

る

、

生

産

性

向

上

の

ヒ

ン

ト

が

見

つ

か

る

情

報

サ

イ

ト

「

生

産

性

ｎ

ａ

ｖ

ｉ

」

も

ご

参

照

く

だ

さ

い

。


